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１．はじめに
令和7年度の学校関係者評価アンケートおよび教職員自己評価の結果から、本校の教育活動は概ね計画的に推進され、探究的な学び、自他を大切にする心の教育、キャリア教育などにおいて成果が見られました。一方で、保護者や地域との関わりの希薄化、児童と保護者の認識差、情報発信の最適化など、次年度に改善すべき課題も明らかになりました。令和8年度は、これらの課題を踏まえ、以下の重点改善方策を推進していきます。

２．令和８年度の具体的な改善方策
（１）アンケート回収率の向上
令和8年度は、アンケート回収率の改善を重要な課題として位置付けます。令和７年度の保護者アンケート回収率は約55,8%と、前年度と比べて10%ほど低下しました。令和８年度は、回答済み署名の提出を正式に導入し、未提出家庭に個別に声をかけられる体制を整えることで、回収率の向上を図っていきます。また、アンケートの回答所要時間を明示し、心理的負担を軽減する工夫を行います。これらの取り組みにより、学校評価の信頼性を高め、学校運営の改善に資するデータの充実を図っていきます。

（２）探究的な学びの深化と交流活動の可視化
児童と保護者の認識差を縮小するため、他校種交流の様子をTeamsや学校だよりで積極的に発信し、活動の意義や成果を保護者と共有していきます。また、児童自身が活動の意義を理解できるよう、交流前後の指導を充実させ、学びの振り返りを丁寧に行います。児童に「ふりかえりカード」を記入させ、家庭に持ち帰らせることで、学びの言語化と家庭との共有を促していきます。さらに、キャリア教育の年間計画に交流活動を位置づけ、体系的な学びを実践することで、児童の将来を見据えた学習意欲の向上につなげていきます。

（３）思いやりの育成と地域・家庭との連携強化
思いやりのある子どもの育成には、多様な他者との関わりが不可欠です。保護者や地域ボランティアによる読み聞かせや授業協力を拡大し、学校外の大人との接点を増やすことで、児童が多様な価値観に触れる機会を提供していきます。今年度から導入した道徳ファイルをさらに活用し、家庭と学校が共に児童の成長を見守る体制を強化していきます。また、Web Q-U の分析結果を学年全体で共有し、指導・支援方針を統一することで、学級経営の質を高め、児童が安心して過ごせる学級づくりを推進していきます。

（４）健康・体力向上のための家庭連携と地域人材活用
運動習慣の定着を図るため、地域スポーツ人材を計画的に活用し、低学年対象のボール投げ方教室や中学年対象の障害者サッカー体験など、児童が多様な運動に触れられる機会を増やしていきます。家庭向けには、学年だよりや保健だよりを通して、生活習慣改善を支援する情報を提供することで、家庭と学校が連携して児童の健康を支える体制を整えていきます。さらに、長縄大会やマラソン旬間など、体力向上を意識した活動を継続的に実施し、運動の楽しさを実感できる環境を増やしていきます。

（５）情報発信の最適化
保護者の理解を深めるため、すぐーる配信をカテゴリ別に整理し、重要情報が極力埋もれないようにします。通学路安全対策など、これまで十分に伝わっていなかった学校の取り組みを積極的に「見える化」し、学校の努力が保護者に伝わるよう工夫していきます。また、Teamsを活用した「日常の学びの共有」を学年で役割分担し、教員の負担を抑えながら試行することで、学校と家庭の距離を縮めていきます。

（６）地域との協働体制の再構築
地域との関係性を再構築するため、年間行事予定に地域連携行事を精選して記し、学校と地域の接点を増やしていきます。地域人材活用担当を校内分掌に位置づけ、授業協力や見守り活動を体系化することで、地域の力を学校教育に生かしていきます。また、学校だよりなどで地域連携した活動の様子を紹介し、情報発信を行うことで、地域との信頼関係を深めていきます。

３．まとめ
令和8年度は、令和7年度の成果を確実に継承しつつ、保護者・地域との関係性の強化、情報発信の改善、交流活動の可視化を重点的に進めることで、教育目標のさらなる達成を目指してまいります。学校・家庭・地域が協働し、児童一人ひとりの成長を実感できる学校づくりを推進していきます。

